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(54)【発明の名称】 内視鏡用カテーテル

(57)【要約】
【課題】可撓性チューブを折り曲げるおそれがないよう
に注射筒接続口金を安定して保持することができる内視
鏡用カテーテルを提供すること。
【解決手段】オペレータの指先を係合させるための指当
て３２を、注射筒接続口金３から突出して形成した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】可撓性チューブの基端に注射筒接続口金が
取り付けられた内視鏡用カテーテルにおいて、
オペレータの指先を係合させるための指当てを、上記注
射筒接続口金から突出して形成したことを特徴とする内
視鏡用カテーテル。
【請求項２】上記指当てが、オペレータの指先を差し込
めるように環状に形成されている請求項１記載の内視鏡
用カテーテル。
【請求項３】上記指当てが、オペレータの指先を差し込
むための複数の環状部を有する請求項２記載の内視鏡用
カテーテル。
【請求項４】上記指当てが、オペレータの指を当て付け
ることができるように棒状又は鍔状に形成されている請
求項１記載の内視鏡用カテーテル。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、体内に薬液等を
送り込んだり体内から体液等を吸引排出するため等に内
視鏡の処置具挿通チャンネルに挿通して使用される内視
鏡用カテーテルに関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡用カテーテルは一般に、可撓性チ
ューブの基端に注射筒接続口金が取り付けられた構成に
なっており、注射筒接続口金に注射筒を接続することに
より、体内に薬液等を送り込んだり体内から体液等を吸
引排出することができる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】注射筒接続口金に注射
筒を接続したり、注射筒接続口金に接続された注射筒の
ピストンを押し引きする操作をする際に、オペレータは
注射筒を操作しない方の手で注射筒接続口金を保持する
必要がある。
【０００４】そのため、オペレータは注射筒接続口金と
可撓性チューブの双方にまたがって指を当てて保持する
場合が多く、可撓性チューブが注射筒接続口金との接続
部付近で折れ曲がって、管路を閉塞させてしまったり破
損してしまうことが珍しくなかった。
【０００５】そこで本発明は、可撓性チューブを折り曲
げるおそれがないように注射筒接続口金を安定して保持
することができる内視鏡用カテーテルを提供することを
目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡用カテーテルは、可撓性チューブの
基端に注射筒接続口金が取り付けられた内視鏡用カテー
テルにおいて、オペレータの指先を係合させるための指
当てを、注射筒接続口金から突出して形成したものであ
る。
【０００７】なお、指当てが、オペレータの指先を差し
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込めるように環状に形成されていてもよく、その環状の
指当てが複数であれば、指を二本差し込んで安定した状
態に保持することができる。
【０００８】また、指当てが、オペレータの指を当て付
けることができるように棒状又は鍔状に形成されていて
もよい。
【０００９】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図１は、本発明の第１の実施例の内視鏡用カ
テーテルを示しており、１は、図示されていない内視鏡
の処置具挿通チャンネルに挿脱される可撓性チューブで
あり、例えば外径が２ｍｍ程度で長さが１～２ｍ程度の
四フッ化エチレン樹脂チューブによって形成されてい
る。
【００１０】可撓性チューブ１の先端には、金属製又は
プラスチック製の先端チップ２が取り付けられている。
ただし、先端チップ２は省略して可撓性チューブ１をそ
のまま開口させてもよい。また、先端チップ２として散
布機能を有するものを取り付けてもよい。
【００１１】可撓性チューブ１の基端には、注射筒等を
接続するための注射筒接続口金３が可撓性チューブ１内
と連通する状態に連結されており、注射筒接続部３１に
注射筒を接続して先端チップ２部分から薬液等を送り出
したり、逆に先端チップ２部分から体液等を吸引するこ
とができる。４は、可撓性チューブ１の基端部分を補強
するための、短い可撓性チューブからなる折れ止めであ
る。
【００１２】注射筒接続口金３には、可撓性チューブ１
が接続された先端部分と注射筒接続部３１との間に筒状
部３３が形成されており、その側面から左右両方向に一
対の指当て３２が突出形成されている。この実施例の指
当て３２は、各々が手の指（第２指と第３指）を差し込
める程度の環状に形成されている。
【００１３】このように構成された実施例の内視鏡用カ
テーテルは、図２に示されるように、二つの指当て３２
にオペレータの手の指を差し込んで注射筒接続口金３を
保持することができるので、注射筒接続部３１に注射筒
１０を接続してピストン１１を押し引き操作してもその
力が可撓性チューブ１に作用せず、可撓性チューブ１を
破損することなく送液や吸引を行うことができる。
【００１４】図３は、本発明の第２の実施例の内視鏡用
カテーテルを示しており、この実施例の注射筒接続口金
３においては、可撓性チューブ１内に補強用の芯金３５
を通すために、注射筒接続部３１が筒状部３３から側方
に突出形成されている。３４は芯金３５の基端に連結さ
れたキャップ状部材である。
【００１５】この実施例においては、第１の実施例と同
様の指当て３２が注射筒接続部３１と反対側に一つだけ
突出形成されており、オペレータが第２指等をそこに差
し込んで注射筒接続口金３を保持することができ、第１
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の実施例と同様の作用効果を得ることができる。
【００１６】図４は、本発明の第３の実施例の内視鏡用
カテーテルを示しており、指当て３２が筒状部３３から
左右に突出する棒状に形成されていて、オペレータが例
えば第２指と第３指の指先に指当て３２を載せるように
して注射筒接続口金３を保持することができる。
【００１７】図５は、本発明の第４の実施例の内視鏡用
カテーテルを示しており、指当て３２が筒状部３３から
全周に突出する鍔状に形成されていて、オペレータが筒
状部３３を手で握り込むようにすると、第１指と第２指
の側部に指当て３２が載る状態になって注射筒接続口金
３が保持される。
【００１８】
【発明の効果】本発明によれば、オペレータの指先を係
合させるための指当てを注射筒接続口金から突出して形
成したので、オペレータが注射筒接続口金に指を当てて
保持することにより、可撓性チューブを折り曲げるおそ
れがない状態で注射筒接続口金を安定して保持すること
ができる。 *
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*【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡用カテーテルの
全体構成を示す断面図である。
【図２】本発明の第１の実施例の内視鏡用カテーテルの
使用状態を示す外観図である。
【図３】本発明の第２の実施例の内視鏡用カテーテルの
使用状態を示す部分断面図である。
【図４】本発明の第３の実施例の内視鏡用カテーテルの
保持状態を示す部分外観図である。
【図５】本発明の第４の実施例の内視鏡用カテーテルの
保持状態を示す部分外観図である。
【符号の説明】
１  可撓性チューブ
３  注射筒接続口金
１０  注射筒
１１  ピストン
３１  注射筒接続部
３２  指当て
３３  筒状部

【図１】 【図２】 【図４】

【図５】
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